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１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 
研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

花岡 文雄 
生命科学

科教授 

遺伝子損傷の細胞応答とが

ん化・老化 

紫外線等による DNA 損

傷が個体のがん化・老

化に及ぼす影響とその

防御機構の研究 

菱田 卓 
生命科学

科教授 

DNA損傷ストレスに対する耐

性機構の解明 

電離放射線や紫外線な

どの微量かつ慢性的な

DNA損傷ストレスに対す

る生物の適応機構の解

明 

安達 卓 
生命科学

科教授 

放射線に対する細胞死耐性

の機構 

放射線が導く細胞死応

答に対して耐性をもつ細

胞における分子機構の

解明 

岡田 哲二 
生命科学

科教授 
受容体分子構造基盤の解明 

視覚関連タンパク質の

動作原理の解明 

岡本 治正 
生命科学

科教授 

眼の発生・機能関連新規遺

伝子の同定 

光情報の処理にかかわ

る新規因子の同定 

清末 知宏 
生命科学

科教授 

高等植物の光環境応答と花

成 

光周性による成長相転

換制御機構の解明 

小島 修一 
生命科学

科教授 

生体防御関連タンパク質の

構造および生化学的解析 

タンパク質の活性制御

領域の構造・機能解析と

新規阻害剤の開発 
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馬渕 一誠 
生命科学

科教授 

細胞分裂構造の制御メカニ

ズムの解明 

細胞のがん化と、がん

細胞の浸潤運動のメカ

ニズムの理解 

西坂 崇之 
物理学科 

教授 

光学顕微鏡技術を駆使した

生体分子の動態の可視化 

光学顕微鏡技術の開発

によって生体分子やそ

の超構造の動態を明ら

かにし、生命機能のより

詳細な理解に貢献する 

（共同研究機関等） 

中村 浩之 
東京工業

大学教授 

光を利用した生命機能解明

とがん治療 

光触媒による生命機能

解明のための新しいケミ

カルプローブの開発を行

うとともに、ホウ素と中性

子の核反応による新し

い放射線療法のための

ホウ素薬剤開発を行う 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

光を利用した生命機能

解明とがん治療 

学習院大学 

化学科教授 
中村 浩之 

光触媒による生命機能

解明のための新しいケミ

カルプローブの開発を行

うとともに、ホウ素と中性

子の核反応による新し

い放射線療法のための

ホウ素薬剤開発を行う 

（変更の時期：平成２５年９月１日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

学習院大学 

化学科教授 

東京工業大学 

資源化学研究所教授 
中村 浩之 変更なし 

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 太陽は、地球における生命の誕生から今日に至るその繁栄に極めて重要な役割を果たし

てきた。太陽光には様々な波長の光（電磁波）が含まれており、人間の目に見える可視光

は、生物に様々な情報を与え、環境への適応能力の獲得に貢献している。一方、可視光の

範囲外にある光は、環境情報としての役割の他に、遺伝情報物質である DNA に損傷を与え

発がんの原因になるなど、生体システムの維持にとって脅威となる一面を持っている。 

 本研究では、微生物から高等動植物に至る様々な生物について、分子レベルから個体レベ

ルに至るあらゆる階層を研究対象として、様々な波長の光が生物に与える影響や情報として

の光が関わる生命機能を明らかにし、さらに、それらの情報を基に生物の光情報による環境

適応システムの解明と、光を利用した生命機能の解析技術や発がん制御技術の創出を目的
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とした。 

 具体的には以下の三つの研究課題、すなわち「①放射線が生命に及ぼす影響と耐性機能

の解明（花岡／菱田／安達）」、「②光の情報を受け取る分子メカニズムの解明（岡田／岡本

／清末）」、「③光を利用した生命機能の解明と発がん制御技術の開発（中村／小島／馬渕

／西坂）」に取り組んだ。これら３つの研究テーマのメンバーがグループ内及びグループ間で

共同研究やセミナーなどを行い、互いに連携しながら研究を推進した。中村は、平成 25 年 9

月 1 日から東京工業大学の資源化学研究所に教授として転出したが、その後も共同研究機

関の立場でプロジェクトに参加した。西坂は平成 25年度まで「最先端次世代研究開発支援プ

ログラム」に参画中のため、初年度は連携研究者として参加した。 

（２）研究組織 

 本プロジェクトに上記３つの研究課題を置いて推進した。各研究課題には、それぞれ３ない

し４名の研究者を配置し、菱田、清末、馬渕がそれぞれの課題の取りまとめ役となり、全体を

研究代表者の花岡が総括するという体制をとった。３つの研究課題は互いに密接に関係して

おり、すべて学習院大学生命科学科・大学院自然科学研究科の生命科学専攻に所属してい

るので、月に２回、定期的に開かれる専攻会議の場で議論した。前項（１０  研究プロジェク

トに参加する主な研究者）に記載したように、本プロジェクトの途中から中村教授が東工大に

異動したが、その後も本学の非常勤講師を務めており、頻繁に議論を行った。さらに中村教

授以外のメンバーは地理的にも近接した二つの建物で研究を行っており、必要なときにはい

つでも行き来して情報交換を行った。各研究室には基本的に１名の助教がおり、教授ととも

に本プロジェクトに関与している。また、本プロジェクトで雇用したポスドクは、PD 共同研究員

という身分でプロジェクトを推進した。さらに全体４～５名のリサーチ・アシスタントと、各研究

室数名から 10 名近くの大学院生も積極的に本プロジェクトに参加し、主にマンパワーとして

貢献した。主要な装置、設備の利用・管理について、メーカーによる説明会を開催したり、研

究参加者からの個別相談に対応したりといった技術的サポートをプロジェクトメンバーの研究

室に所属する各助教が、また各種申請書・報告書等の作成支援および経理業務といった事

務的サポートを理学部事務室が中心となってそれぞれ行ない、円滑な研究遂行のための支

援体制が構築された。共同研究機関としては、プロジェクトの途中から中村教授の異動先で

ある東工大の資源化学研究所が主たるものであるが、それ以外にも国内外の複数の研究機

関と積極的に共同研究を進めた。 

（３）研究施設・設備等 

 建物としては、本プロジェクトの前身である「生体システムの環境応答に関する分子細胞生

物学的研究 ―老化・がん化の制御に向けて―」の際に整備を行った南 7 号館（自然科学研

究棟：整備年度 H21）に 1,718 m2と、旧くから存在し使用している南 6 号館（生命分子科学研

究所：整備年度 H4）に 448 m2が存在し、それぞれ 7研究室（採択年度当初は 8研究室）と 2

研究室がプロジェクトを推進した。本プロジェクトの途中から、中村教授は東京工業大学資源

化学研究所に教授として転出し、原則として東京工業大学においてプロジェクトを推進した。 

 本事業の助成により整備した「アコースティックソルビライザー」および「デジタルマイクロス

コープ」は、それぞれ稼働時間約 450 時間と 500 時間、またその他に整備した「細胞死イメー

ジングシステム」「共焦点スキャナユニット」等の顕微分光関連設備については、それぞれ約

1,200 時間と 100 時間の稼働時間が実績として残された。これらの研究設備は、上記の二つ

の建物に設置され、プロジェクト参加研究者 10名、助教 10名、PD共同研究員 1名に加え、

大学院生約 15名、学部生約 45名が有効に活用した。 

 

 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊と業績番号を付した。 
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①放射線が生命に及ぼす影響と耐性機能の解明 

花岡は日光中の紫外線への曝露によって高頻度に皮膚がんを誘発するヒト遺伝病、色素

性乾皮症 (xeroderma pigmentosum; XP) バリアント群 (XP-V) の原因遺伝子である DNAポ

リメラーゼ・イータ (Polη ) について、様々な観点から研究した。Polη は紫外線による最も主

要な DNA 損傷であるシクロブタン型ピリミジン二量体 (cyclobutane pyrimidine dimer; CPD) 

を効率よく、しかも比較的正確に乗り越えることが出来る (translesion synthesis; TLS) 。前身

のプロジェクトにおいて、ヒト Polη の触媒活性を担う部分を含むペプチドと CPDを有するオリ

ゴ DNA との共結晶を作成し、X 線回折法により解析することに成功した（Nature 

465:1044-1049, 2010）。今回、その結果をさらに発展させ、ヒト Polη が体細胞超突然変異に

働く分子機構の一部を明らかにした*2, 108, 124)。一方、これまで CPDの中で、その不安定性のた

めにあまり研究が進んでいなかったシトシンを含む CPD について、N4-メチルシトシンを含む

CPD は比較的安定であること、ヒト Polη はその反対側に dGMP を取り込むが、同時に TMP

も取り込むことを明らかにした*4)。個体レベルでの紫外線照射実験で、野生型マウスにおいて

は 5’-TCG-3’の配列が高頻度で変異を起こしたのに対し、Polη ノックアウトマウスにおいて

は鋳型の5’-TC-3’がCの3’側の塩基の種類によらず、高いG→Tトランスバージョンを示し

た。このことは、Polη ノックアウトマウスでは5’-TC-3’の TLSが 2段階で行われていること、

一方、野生型マウスでは Cの脱アミノ化モデルで説明出来ることを示している*7)。また Polη 、

Polイオタ (Polι )の二重ノックアウトマウスでの紫外線誘発突然変異率は Polη 単独ノックア

ウトマウスに比べて有意に低いこと、さらに変異スペクトルの解析から、Polη が存在しない場

合に Polι は Cを含む CPDに対して変異を誘発することを明らかにした*14)。更に TLSにおい

て、PCNA のユビキチン化に関する興味深い結果を得た*17, 19)。脊椎動物の細胞周期の制御

に重要な gemininの枯渇による DNAの再複製系において、複製 DNAポリメラーゼと TLSポ

リメラーゼの両方が関与していることがヒト細胞にRNAiを作用させた実験によって明らかとな

った*9, 148)。更に分裂酵母を用いたモデル実験において、DNA損傷剤処理後の Rev1 タンパク

質のレベルが細胞周期依存的に制御を受けていることを示した*16, 190)。これらの研究成果は、

当初の目標を概ね達成していると判断する。 

 紫外線や電離放射線は DNA 損傷を引き起こす主要な環境要因であり、それらの損傷が修

復されない場合は突然変異や細胞死の原因となる。菱田は、電離放射線によって引き起こさ

れる DNA二本鎖切断（DNA double strand break: DSB）や紫外線による DNA損傷が引き起こ

す複製阻害に対して、DNA 相同組換え機構が果たす役割とその生物学的な意義を明らかに

するため、大腸菌及び出芽酵母を用いて詳細な解析を行った。大腸菌の研究では、SMC ファ

ミリーに属する RecN が RecA に依存して DSB 部位にリクルートされ、DSB 周辺の核様体構

造の安定化と相同組換え修復の促進に関与していることを明らかにした*21)。一方、出芽酵母

を用いた研究からは、慢性的な紫外線ストレスが染色体の倍数体化を引き起こすという興味

深い現象を発見し、倍数体化によって紫外線ストレス耐性を獲得していることがわかった。さ

らに、この倍数体化と紫外線耐性の獲得には DNA 相同組換え機能が必須であることを明ら

かにした。 

 安達は、エックス線照射等の各種のストレス性刺激に対して通常ひき起こされる細胞死応

答が、ある種の分化組織では認められず、逆に強力な細胞死耐性を見せる仕組みについ

て、モデル生物であるショウジョウバエのオス成虫がもつ内部生殖器官である附属腺を用い

て、解明に取り組んだ。また附属腺以外にも、類似の細胞死耐性を見せるいくつかの組織と

の比較対照分析を行った。その結果、細胞死耐性獲得には、アポトーシス誘導経路の下流

域で働く主要な因子である effector Caspaseの一つ Dcp-1の発現量低下が共通の仕組みと

して存在するのに加えて、各耐性組織に固有の様式で、アポトーシス誘導経路上の別の因

子の発現抑制が組み合わされていることが分かった*231, 239)。さらに、老化が極度に進んだ状

況下では、附属腺としての器官のアイデンティティ確立に必要なマスターコントロール遺伝子
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である Paired（ホメオドメイン含有タンパク質）ほかの遺伝子発現抑制に加え、平常時には働

かない３種類の細胞内シグナルが働くことによって細胞死耐性が解除され、細胞死へ向かう

ことが分かった。 

 

②光の情報を受け取る分子メカニズムの解明 

 岡田は真核生物の環境応答を担う G タンパク質共役受容体（G protein-coupled receptor; 

GPCR）や微生物のレチナールタンパク質において、光や細胞外からの様々な刺激がどのよ

うなメカニズムでシグナルを伝達し、細胞内応答を引き起こすかを理解するために、それらの

共通する構造モチーフである７回膜貫通ヘリックス領域に関する研究を様々な角度から行っ

た。構造未知の光受容膜タンパク質や視覚疾患関連タンパク質の大量発現・精製・結晶化の

条件を確立するための実験的研究とともに、近年特に蓄積が進んでいる既知構造からの新

たな情報抽出法の確立に関する研究を行ってきた。具体的には、GPCR活性化に伴う構造変

化の配列依存性*27)、明暗視機能を担う光受容たんぱく質における変異と網膜色素変性症と

の関連性*28)、緑内障関連タンパク質の会合状態と結晶解析、GPCR 不活性状態における構

造の分子進化的保存性*29)、微生物レチナールタンパク質をモデルとした分子内距離情報解

析法の提唱*30)、などについて成果が得られた。 

 岡本はアフリカツメガエル初期胚における眼の発生と機能に関連することが期待される遺

伝子に焦点を絞り、発生関連では転写因子型とシグナル伝達型について、また機能関連で

は G タンパク質共役受容体（GPCR）型の遺伝子を選抜し、in situ hybridizationによって眼に

おける発現の確認を目指した。転写因子型としては、FGF/MAPK シグナル経路の下流で働く

elf1、zinc-fingerモチーフを持つ ctcfおよび znf182について、眼胞での発現を確認した。シグ
ナル伝達型としては、免疫系細胞内のシグナル伝達分子とされている birc2、受容体ドッキン
グタンパク質ファミリーの frs2 について調べ、眼胞での発現を確認した。GPCR ファミリーメン

バーとして gpc160 を調べ、やはり眼胞での発現を確認した。それぞれの遺伝子は眼胞での
発現時期が微妙に異なっていた。 

清末は、シロイヌナズナの光周性花成経路で働く花成促進因子の１つである FKF1 の機能

欠損変異体（遅咲き変異体）を変異原処理することで早咲きとなる変異体を単離し、その原因

遺伝子を同定することで新規花成抑制遺伝子を明らかにした。FKF1は ZTL、LKP2と同じファ

ミリーに属する青色光受容体タンパク質であり、FKF1/LKP2/ZTL ファミリータンパク質は環境

ストレス応答、細胞の伸長成長、花成時期、概日リズムの調節などに関与することも明らか

にしている*31-36, 102, 241, 243)。早咲き変異体 F0501 と F4501は、ともに、fkf1変異に依存せず、長
日条件でも短日条件でも早咲きであった。F0501 と F4501 の早咲きの原因遺伝子は、それぞ

れ第 2染色体の下腕の 14.2 kbp と 260 kbpの領域内に座乗しており、次世代シークエンサー

を用いて核全ゲノム DNA 塩基配列を決定した結果、上記領域内に F0501 では 1 つ、F4501

では 4つの１塩基置換が生じていることを明らかにした*240)。それらの塩基置換によって、DNA

ポリメラーゼδ のアクセサリーサブユニットであるPOLD2の、F0501では翻訳開始点から数え

て 1286 番目の塩基が、F4501 では翻訳開始点から数えて 323 番目の塩基が、それぞれ G

から A に置換していることを明らかにした。これらの変異により、F4501 では、第 2 エクソンの

途中でスプライシングが起こり cDNAが通常より 93 bp 短くなり、F0501 では、第 6 イントロン

がスプライシングされず、cDNAが通常より 71 bpが長くなり、POLD2タンパク質の 440個のア

ミノ酸残基のうち 220 番目に終始コドンが生じて、219 番目で終わることを明らかにした*242)。

RT-PCRと DNAマイクロアレー解析によって、F4501、F0501では、ともに、花成ホルモン遺伝

子 FT や花成促進遺伝子 AGL24 の発現上昇が認められたため、pold2 変異によるそれらの
遺伝子の発現抑制解除が早咲きの要因と考えられた*244)。このように、目標をほぼクリアする

成果が得られた。 

③光を利用した生命機能の解明と発がん制御技術の開発 
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 中村は中性子捕捉療法に向けたホウ素デリバリーシステムとして、リポソームに着目し研

究を進めた。リポソームは生体膜リン脂質からなる 100～200nm の二分子膜ナノカプセルで

あり、通常薬剤を内封し患部へデリバリーするが、このリン脂質は水溶性のホスファチジルコ

リン部位と２本鎖の長鎖脂肪酸部位からなる。この水溶性部位にホウ素のイオンクラスター

を導入した“ホウ素脂質”の開発に成功し、世界で初めて“ホウ素ナノカプセル”の開発に成

功した。このホウ素ナノカプセルに MRI 造影剤を内封させ、がん移植マウスに投与したとこ

ろ、36 時間後には腫瘍内 MRI 造影が顕著に観察された。そこで、中性子照射を行ったとこ

ろ、２週間後には、腫瘍の消失が観察された*38-40)。さらに、ホウ素ナノカプセルの高集積化を

目指すべく、内封ホウ素クラスターのカウンターカチオンを検討したところ、３価のアミンであ

るスペルミジン塩が有効であることを見出した。その結果、治療に必要とするホウ素量を患部

に送達するための総脂質量を先の５分の１に減らすことに成功した*54)。これにより、臨床応用

への可能性を見出すことができた。一方、光触媒による生命機能解明のための新しいケミカ

ルプローブの開発研究では、短寿命のラジカル種をタンパク質分子修飾に応用する研究を展

開し、標的のリガンド連結型の光レドックス触媒（LESC）により標的タンパク質表面という局所

環境下で一電子移動反応（SET）を誘発させ、それと反応する修飾剤によって共有結合で標

的タンパク質をラベル化させることに成功した*46, 52, 60, 69)。 

 小島はタンパク質分解酵素であるズブチリシンを阻害しうる 12 残基のペプチドをファージデ

ィスプレイ法によって既に選別していたが、その後、各アミノ酸をさまざまな性質のアミノ酸に

置換して阻害活性の増強を試みた。その結果、7番目の Ser、および 12番目の Thrをそれぞ

れ Ala、Lysに置換したペプチド（S7A＋T12K）は、これまで調べられたペプチドの中で最も強く

阻害することが明らかとなった。このペプチドの阻害様式を明らかにするため、ズブチリシンと

の複合体を精製し、結晶化を試みたが、構造解析が可能な結晶はまだ得られていない。一

方、ペプチドに 20 種類以外のアミノ酸を導入して新機能を持つペプチドの創製を目指して研

究を進めている枯草菌由来のアミノ酸リガーゼについては、明らかにした立体構造に基づい

てアミノ酸置換による基質特異性の改変の可能性を検討した。その結果、Trp332 を Ala に置

換すると、ジペプチドを合成する時の N末端側のアミノ酸の基質特異性を、Alaから Pheのよ

うな大きなアミノ酸へと改変することに成功し、合成出来うるペプチドの可能性を広げることが

できた*77)。 

 馬渕は分裂酵母の細胞質分裂の in vitro研究系を開発し、次のような成果をあげた*81, 83, 86, 

87, 106)。まず、分裂酵母の細胞質分裂の際に分裂位置に形成されるアクチン・ミオシンリングが

収縮能を持ち、動物細胞の収縮環と同等であることを初めて証明した。さらに収縮環の収縮

にミオシン II の ATPase 活性が必須であること、細胞内には収縮速度を制御するシステムが

あること、アクチン脱重合は収縮とともに起こるが収縮には必須でないこと、収縮には適正量

のアクチン繊維架橋タンパク質が必要であること、などを明らかにした。収縮環形成過程の解

析においては、アクチン脱重合因子 ADF が収縮環形成におけるアクチンの再編成に働いて

いることを解明した。また、超解像顕微鏡の利用により、収縮環の形成過程におけるミオシン

とアクチン繊維の位置関係を分子レベルで構造の上から解明できる糸口をつかんだ。またカ

エル卵母細胞の抽出液（細胞質）を人工脂質膜に封入して細胞サイズの小胞を作製した。こ

の小胞中で X-body と呼ばれる構造が出現し、脂質膜から X-body に向けたアクチンの流れ

が観察された。この流れはアクチン重合によって駆動されるカエル卵母細胞では見られてい

なかった新しい運動だった。されにはアクチンの流れが小胞そのものの運動を引き起こすと

いう，興味深い成果を得ている。 

 西坂は、独自に開発した先進的な光学顕微鏡を駆使し、モーターという観点から生命現象

のメカニズムについて明らかにする研究を進めている。研究期間内に以下の３つの成果を得

た。１）Mycoplasma mobile のゴーストモデルによるステップ状運動：Mycoplasma mobile（以下 
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M. mobile）は遊泳能を持たず、基板の上を一方向に滑走運動を行う。その滑走速度はバクテ
リアの中で最大であり、運動に関与するタンパク質は同定されているものの、基本的な動作

原理は仮説の域を出ていない。膜を部分的に透過性にしたゴーストモデルに、高精度の位置

検出顕微鏡を応用することで、M. mobile の滑走装置は 70 nm の変位を行いながら運動を

実現していることを明らかにした*88)。２）超解像顕微鏡による M. mobile の詳細な運動の定量

化：基板表面に可視光の波長より小さい金属のパターンを蒸着し、そこに全反射照明を行う

ことで、表面近傍に「異常光学透過（EOT）」という特徴的な電磁波の分布を作ることができ

る。EOTの分布は、AFMや電子顕微鏡で決定したパターンの構造と、詳細なシミュレーション

を組み合わせることにより推定できる。この分布を参照パターン（kernel）とし、一定速度で運

動する蛍光バクテリアからのシグナルを kernel で再構成することによって、滑走中のバクテリ

ア（M. mobile）の位置を３次元的に高精度で決定する新しい実験方法を提案した*90)。３）回転

分子モーター F1-ATPase の動作原理の解明：F1-ATPase はたった一個のタンパク質ででき

た最小の回転モーターである。分解サブﾕﾆｯﾄであるβ の構造変化が、軸であるγ の一方向

性の回転を駆動すると考えられているが、その詳細については不明瞭な点が多い。タンパク

質１分子を対象にした蛍光共鳴エネルギー移動（spFRET）法により、回転とβ の構造変化の

対応を明らかにすることに成功した*92)。 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

①放射線が生命に及ぼす影響と耐性機能の解明 

 これまでに、Polη が体細胞超突然変異に働くことはノックアウトマウスを用いた研究などに

より明らかにされていたが、今回、花岡らによる構造解析からその分子機構が分かったこと

は特筆に値する。またシトシンを含む CPD については、シトシンが脱アミノ化されやすいこと

から研究がほとんど進められなかった。本プロジェクトで N4-メチルシトシンを含む CPD は比

較的安定であることが分かり、今後の解析に大きく貢献するものと思われる。TLS ポリメラー

ゼのタンパク質レベルでの制御はまだまだ分からない点が多いが、分裂酵母の研究から

Rev1がDNA傷害剤処理と細胞周期で制御されていることは、哺乳類細胞での制御にも示唆

を与えるであろう。 

 菱田の研究から、大腸菌 RecNが DSB修復において特異的に機能する SMC タンパク質で

あり、DSB 周辺の染色体安定性維持に関与することが明らかになった。この結果は、コヒー

シン等が存在しない原核生物において、DNA切断末端部の染色体動態の制御機構を明らか

にした点において重要な発見である。また、出芽酵母を用いた研究から、慢性的な紫外線損

傷ストレスに応答して染色体の倍数体化が引き起こされる現象を今回初めて明らかにし、こ

の倍数体化及び紫外線耐性に相同組換え機構が関与することを示唆する結果を得ており、

相同組換えの新たな役割を明らかにした。 

 安達は、エックス線誘導性細胞死において、様々な分化細胞が見せる耐性獲得の際に共

通した仕組みとして、effector Caspase の発現抑制があることを示し、また逆にこれを強制発

現させた場合には、細胞死誘導が復活できることを初めて示した*231, 239)。現在までに報告され

た細胞死耐性に関する報告では、DNA損傷ストレスに応答した p53の発現誘導が起きないこ

とが示されていただけであったが、initiator Caspase活性化によっても細胞死誘導も起こせな

い事実は、細胞死耐性が p53 だけでは説明できないことを示していて、今回、この現象にお

ける普遍的な原理の一つを解明したと考えられる。 

 

②光の情報を受け取る分子メカニズムの解明 

 岡田は構造未知の視覚関連タンパク質や微生物のレチナールタンパク質に関して、大量発

現・精製・結晶化や会合状態の解析において新たな知見をもたらした。更に、GPCR や微生

物のレチナールタンパク質の基本構造である７回膜貫通ヘリックス領域に関して、既知の構
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造情報に基づく比較解析に関する新たな解析法の研究を行った*29, 30)。その成果は、より広範

なタンパク質ファミリーに関しても構造・機能研究の基盤となりうる発展性を期待できるもので

ある。 

 岡本の研究で今回解析された六つの遺伝子は、いずれも尾芽胚の眼胞（眼の原基）での発

現が確認された。また発現の開始は、神経板誘導期ないし神経管形成期にまでさかのぼるこ

とも示された。これらの知見は眼の発生における様々な遺伝子の働きを明らかにする上で重

要である。 

 清末は、FKF1/LKP2/ZTL ファミリー遺伝子の研究を進め、LKP2 が植物に乾燥ストレス耐
性を付与すること*31)、LKP2 の LOV ドメインが花成遅延を付与すること*35)、LKP2 と ZTL がオ
ーキシンを介して細胞伸長を正に制御していること*33, 34, 36, 241, 243)を明らかにした。さらに、fkf1
変異体を用いて POLD2が新規花成抑制遺伝子であることを明らかにした。 

 

③光を利用した生命機能の解明と発がん制御技術の開発 

 中村が開発したホウ素高集積化ナノカプセルを用いることで、中性子捕捉治療によりがん

移植マウスのがん増殖を完全に抑制する成果を得た。また、光触媒による生命機能解明の

ための新しいケミカルプローブの開発研究では、標的タンパク質内のチロシンへの新たなラ

ベル化法の開発ならびに局所環境での活性酸素誘導によるタンパク質ノック段法へ展開でき

る成果を得た。 

 小島によるタンパク質分解酵素の活性阻害ペプチドの創製研究は、種々のペプチドに新機

能を持たせるためのアミノ酸置換の戦略に示唆を与える。 

 馬渕による細胞質分裂の in vitro研究系の開発は、実質的に多くの研究者が利用できるも
のとしては世界初のものである。国外の研究者にはなかなか思いつかない研究を成功させ

たことは良かった。カエル卵の細胞質の研究も予想していなかった成果が得られた。 

 西坂がバクテリアの運動装置におけるステップ状運動を観察したのは、べん毛回転モータ

ーの報告に引き続き世界で２例目である。 

 

＜課題となった点＞  

①放射線が生命に及ぼす影響と耐性機能の解明 

 花岡の研究においては、多種類の TLS ポリメラーゼがどのようにしてその機能を分担して

いるのか、また適切なポリメラーゼが適切な時期と場所にそのようにして選ばれるのかが依

然として謎である。それを解決するための新しいストラテジーが必要である。 

 菱田が研究対象としている大腸菌 RecN は、精製が困難であるためこれまで生化学的な研

究が行われていなかった。実際、精製にかなり時間を費やす結果となったが、最終的に微量

ながら精製することに成功し、RecA との物理的相互作用の検出にも成功した。しかしなが

ら、今後、RecNの ATP加水分解活性や DNA結合活性の有無など、様々な生化学的研究を

行うには大量精製に向けた改良が必要である。 

 安達の研究では、細胞死耐性をもつ様々な組織を比較検討したとき、細胞死誘導経路上の

effector Caspase 以外の因子が、様々な程度で発現抑制を受けていることがわかった。この

組織特異的な発現抑制のバラエティがどのような役割につながっているのか、現在まったく

明らかではない。上流因子も欠落することによって細胞死耐性はより強固なものになるのか、

effector Caspase が働かなくなった以上、他の因子群はその発現意義を失うので、発現誘導

するエンハンサーに起きる変異が中立となって、ただ単に発現が減少したのかも知れない。

それらの意義の詳細については、今後の課題である。 

 

②光の情報を受け取る分子メカニズムの解明 

 岡田の新規構造解析においては、３次元結晶生成の再現性とサイズ・質の改善が継続的
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に必要である。既知構造からの情報抽出に関しては、独自のツール（score-analyzer）作成・

公開を進めており、様々な機能付与を継続的に行うことも必要である。 

 岡本の研究においては、もっぱら in situ hybridizationによって遺伝子の発現を調べるという

手法を取ったが、実際に機能しているのはタンパク質なので、特異的な抗体によるタンパク質

の局在やタンパク質レベルの測定も視野に入れる必要がある。 

 清末の研究では、pold2 変異がどのような機構で FT と AGL24 の発現上昇を引き起こすの
かが未解決であり、今後の課題である。また、DNA ポリメラーゼα 触媒サブユニット変異体

（icu2）と DNAポリメラーゼε 触媒サブユニット変異体（esd7）も早咲きとの報告があり、３つの
変異体の間で共通の機構で早咲きが起こるのか否かも今後の課題である。 

 

③光を利用した生命機能の解明と発がん制御技術の開発 

 中村が中性子捕捉療法用薬剤として開発したホウ素高集積化ナノカプセルでは、脾臓や腎

臓への高濃度集積を如何に減らすかが課題である。また、光触媒による生命機能解明のた

めの新しいケミカルプローブの開発研究では、標的タンパク質チロシンラベル化において酸

化による標的タンパク質の機能低下が問題となる。 

 小島の研究では、ズブチリシンとその強力な阻害ペプチドとの複合体の結晶化がまだ出来

ていない。標的タンパク質の可動部分を取り除くことも含めて、より様々な条件の検討が必要

であろう。 

 馬渕の研究に今後残された課題として、収縮環の完全単離とプロテオミクス解析がある。現

在は「細胞ゴースト」という状態で、細胞膜の一部が残ったままである。これを完全除去できる

ような条件検討が必要である。 

 西坂による高精度測定によって、タンパクの構造変化やバクテリアの滑走装置の動作が１

分子レベルで明らかにされたものの、結果を完全に説明できるモデルの構築が未だ不完全

である。原子の全モデルや、流体力学的相互作用を加味した計算を in silico で再現するこ

とにより、より詳細な原理の理解へとつなげたい。 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

 本プロジェクトに係る費用対効果については、各年度の終わりにまずメンバーが自己評価

し、それを３つの研究課題の取りまとめ役に持ち寄り、相互に話し合いの場をもった。その

後、取りまとめ役も含めたメンバー全員が集まって意見交換をした後、代表者である花岡が

取りまとめて内部資料としてファイルした。議論の結果は各メンバーの研究方針の修正に反

映させた。また自己評価とメンバー相互による評価の結果は、次項の外部評価の結果も合

わせて、次年度の予算配分にも反映させた。全体として、かけた費用に見合う効果あるいは

それを若干上回る効果が得られたと評価した。 

 花岡は、ほとんどのプロジェクトが想定通りに進んだが、さらに論文化を進めなければなら

ない。また今後は TLSの制御とがんに対する創薬の研究へと進めていくべきである。 

 安達の研究はおおむね順調に進んだと考えられるが、前記のような課題などが残ってお

り、また RNA-seq 解析に端を発した新たな展開もあったものの、その意義はまだ未知であ

る。今後はより効率的に重要な遺伝子を見つけ出す工夫に努める必要がある。 

 岡田の課題については必要なタンパク質結晶の改善に関し、実験室 X 線でのスクリーニン

グ等による効率化での対応が考えられる。 

 清末は学会発表・論文発表を行うことで専門分野の研究者から客観的な評価を得ることが

できた。それを踏まえた研究実施状況の自己評価は順調であると言える。今後、更に研究を

進めて、早咲き変異体の解析結果を学術論文発表して行きたい。 

 馬渕は上記の成果のように、細胞分裂の分子機構について当初の目標がおおむね達成さ

れたと判断できる。 
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 西坂の研究では、一流の学術誌である PNAS に二報（いずれも第一著者および責任著

者）の学術論文が発表できたことは予想を上回る成果とも言える。しかし他の基本的な研究

がまとめきれておらず、口頭発表数と学術論文数が極めてアンバランスであり、これから積

極的かつ継続的に学術誌に成果を発表していく必要がある。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

 前記自己評価と併せて、外部（第三者）の評価を受けるため、各年度の終わりに書面で資

料を提出し、評価・指導を受けた。 

 

 外部評価委員（五十音順） 

 ・菅澤 薫（神戸大学バイオシグナル研究センター・教授・センター長） 

     専門分野：分子生物学、放射線生物学 

 ・原 英二（大阪大学微生物病研究所・教授／がん研究会がん研究所がん生物部・部長） 

     専門分野：がん生物学、細胞生物学 

 ・御子柴克彦（理化学研究所脳科学研究総合センター発生神経生物研究チーム・チームリ 

     ーダー） 

     専門分野：神経科学、生化学 

 ・山縣ゆり子（熊本大学大学院生命科学研究部・教授） 

     専門分野：構造生物学、物理系薬学 

 

 外部評価の結果は、概ね目標に沿って進んでいるが、壁に突き当たっているプロジェクトも

散見されるので、それらについてはメンバー全員が協力しつつ、場合によっては方向転換も

視野に入れるよう、指導を受けた。それを受けて、実際に当初の方向から変更し、うまく進ん

だプロジェクトも見られた。 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

 すべての研究は、本プロジェクト終了後も継続する予定である。このため研究施設・装置・

設備はこれまで通り活用していく。 

 本プロジェクト終了と同時に停年退職した馬渕と花岡についても、客員研究員として本学に

籍を残し、これまでの成果の取りまとめや、やり残した研究を終了させるべく、共同研究先に

出向いて研究を行う。 

 花岡は、DNA ポリメラーゼ・イータの構造を中心に、その機能の多様性に迫っている。特に

特定のアミノ酸残基の働きについての詳細な研究が今後ますます進んでいくことが期待され

る。 

 菱田が今回明らかにした慢性的な紫外線ストレスによる倍数体化の現象は、非常に興味深

い現象であるものの、相同組換えが倍数体化や耐性の獲得にどのような役割を担っている

のかは不明であり、今後さらに詳細な解析が必要である。 

 安達の研究では、極度の老化時に導かれる細胞死は、細胞死耐性が非常に強い附属腺に

おいてすら認められ、その仕組みを明らかにするための RNA-seq 解析、および RNAi による

表現型解析を進めたところ、従来知られていない因子の発現低下が重要な働きを担っている

ことがわかりつつある。これらは、本助成で行ってきた主要な研究とどのようにつながるのか

まだよく分かっていないほど、質的に新しい発見であり、今後の展開が期待される。 

 岡田は微結晶が得られている構造未知の視覚関連タンパク質や微生物のレチナールタン

パク質の X 線解析を継続するとともに、これまでに行った７回膜貫通タンパク質のヘリックス

領域に関する比較解析を広範なタンパク質ファミリーへと更に進め、膨大ながらも十分に系

統的な研究がなされているとはいいがたい構造リソースに関して基礎データ整備・公開を行
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っていく。 

 清末は、POLD2 と FT と AGL24 の発現上昇との間をつなぐ因子の同定と、POLD2、IUC2、

ESD7 の遺伝的な関係性などを明らかにしていく予定である。iuc2 と esd7 の早咲き変異体は
それぞれ１系統しか報告されておらず、また esd7 は分与してもらえないため、正確な遺伝学
的解析のためには CRISPR/Cas9による複数系統の icu2、esd7早咲き変異体の作出が必要
である。 

 中村の研究では、ホウ素高集積化ナノカプセルの中性子捕捉療法への実用化に向けた研

究開発を国立がん研究センター等の医療機関と連携して引き続き進める。また、光触媒によ

るチロシン残基ラベル化開発研究では、引き続き効率的かつ生細胞内での標的タンパク質ラ

ベル化を検討する。 

 馬渕の収縮環の構造研究としては、収縮環ミオシンの超分子構造の同定とアクチン繊維と

の３次元的配置の解明を行いたい。また人工脂質膜小胞中での収縮環の形成を実現した

い。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

 花岡の TLS に関する研究で、TLS ポリメラーゼのタンパク質レベルでの制御が重要である

ことが示唆された。この現象は、当然と言えば当然であるが、必要なタンパク質を必要なとき

に必要な場所に供給することの重要性とともに、不必要な場合には、それを速やかに分解す

ることも重要であることを意味しており、多くの生命現象にこのような視点が必要と思われる。 

 安達の細胞死耐性メカニズムの研究は、放射線生物学において間期死や増殖死と呼ばれ

ている放射線誘導性の細胞死に起因する組織傷害を緩和する研究につながると考えられ

る。また、がんの放射線治療においては、より効果的にがん細胞の細胞死を誘導する、ある

いは正常細胞の細胞死を阻害する方法の開発に、一つの方向性を与えることが期待され

る。 

 岡田は緑内障関連タンパク質の構造解明を試みる研究において、会合状態変化に関する

興味深い結果を得ており、その生理的な重要性などが示唆される。 

 清末が用いているシロイヌナズナは全ゲノム塩基配列が解読されたモデル植物である。シ

ロイヌナズナ研究によって得られた知見を有用農作物に応用する試みは現在世界中で行わ

れている。栄養成長から生殖成長への切換えの新たな分子レベルでの理解は、有用農作物

の生産性向上や安定供給につながる可能性がある。 

中村の研究では、ホウ素高集積化ナノカプセル技術を基軸に 2016年 2月より第一三共株

式会社と実用化に向けた共同研究を進めている。光触媒によるチロシン残基ラベル化開発

研究では、「チロシンの修飾方法」（特願 2014-246487）ならびに「チロシンホスファターゼ及び

チロシンキナーゼ活性の測定方法」（特願 2015-198320）の２件特許申請を行っており、現在

生化学研究試薬としての商品化に向けた実用化研究を同仁化学株式会社と検討している。 

 馬渕の研究成果はがん細胞の分裂や浸潤のメカニズムの理解においていずれ貢献するも

のと考えている。 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載）  

（１）    紫外線損傷      （２）      細胞死       （３）G タンパク質共役受容体     

（４）    花成促進因子      （５） ホウ素ナノカプセル   （６）  アミノ酸リガーゼ   

（７）      収縮環        （８）      F1-ATPase        

 

 

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 
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上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊印および標題に下線を付した。 

＜雑誌論文＞、＜図書＞、＜学会発表＞については、それぞれ三つの研究テーマに区切って

記した。但し「11(4)研究成果の概要」の項に引用する都合上、論文等の番号はすべてを通し

で付した。 
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がシロイヌナズナの胚軸伸長に及ぼす影響、第 37 回日本分子生物学会年会（2014 年 11 月

27 日、横浜） 

242. 矢作道枝、高瀬智敬、清末知宏 シロイヌナズナ fkf1 サプレッサー変異体（ef1）の原因遺

伝子の特定と特徴づけ、第 37 回日本分子生物学会年会（2014 年 11 月 27 日、横浜） 

243. 齋藤彩、宮崎裕士、高瀬智敬、清末知宏 青色光受容体 ZTL がシロイヌナズナの胚軸伸長

に及ぼす影響、第 56 回日本植物生理学会年会（2015 年 3 月 20 日、東京） 

244. 矢作道枝、高瀬智敬、清末知宏 ２つのシロイヌナズナ fkf1 サプレッサー変異体について、
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第 56 回日本植物生理学会年会（2015 年 3 月 20 日、東京） 

 

③光を利用した生命機能の解明と発がん制御技術の開発 

245. Nakamura, H., Boron-Based Drug Design: Discovery of HIF-1α Degradation Pathway Induced by 

Inhibiting HSP60 under Hypoxia. XVth Conference on Heterocycles in Bio-organic Chemistry 

(Invited Lecture) (2013 年 5 月 27-30 日、ラトビア) 

246. 森田耕平、峯岸秀充、佐藤伸一、中村浩之 小分子化合物標的タンパク同定のための温和

な条件下で切断可能なリンカー開発とその応用、新学術領域「天然物ケミカルバイオロジ

ー～分子標的と活性制御～」第 4 回公開シンポジウム（2013 年 5 月 28-29 日、つくば） 

247. 中村浩之、松川卓也、佐藤 伸一 Manassantin 骨格を模倣したカルボラン含有低酸素誘導

因子阻害剤の開発新学術領域「天然物ケミカルバイオロジー～分子標的と活性制御～」第 4

回公開シンポジウム（2013 年 5 月 28-29 日、つくば ） 

248. Yamauchi, M., Honda, N., Hazama, H., Tachikawa, S., Nakamura, H.., Kaneda, Y., and Awazu, K., 

Evaluation of protoporphyrin IX combined with lipid chains as a novel Photosensitizer. The 14th 

World Congress of the International Photodynamic Association (2013年 5月 28日-6月 1日、韓国) 

249. 立川将士、佐藤伸一、中村浩之 がん光線力学的治療のためのポルフィリン脂質の開発と

ナノキャリアーへの応用、第 23 回日本光線力学学会学術講演会(2013 年 6 月 7-8 日、旭川) 

250. 松川卓也、峯岸秀充、中村浩之 ジアリールカルボラン骨格を有する HIF-1 阻害剤の開発、

第 17 回日本がん分子標的治療学会学術集会（2013 年 6 月 12-14 日、京都） 

251. 佐藤伸一、中村浩之 局所環境での一電子酸化反応を利用した標的タンパク質選択的ラベ

ル化法の開発、日本ケミカルバイオロジー学会第 8 回年会（2013 年 6 月 19-21 日、東京） 

252. 森田耕平、峯岸秀充、佐藤伸一、中村浩之 小分子化合物標的タンパク同定のための温和

な条件下で切断可能なリンカー開発とその応用、日本ケミカルバイオロジー学会第 8 回年

会（2013 年 6 月 19-21 日、東京） 

253. 中村浩之 がんを治す薬 ―人々の夢実現に向けて― 読売サイエンスフォーラム ―学

習院大学理学部の研究力― ここまで来た！がん研究最前線、招待講演（2013 年 7 月 27 日、

東京） 

254. 加納大輔、立川将士、佐藤伸一、中村浩之 生体高分子への簡便なホウ素導入法の開発と

DDS への展開、第 10 回日本中性子捕捉学会（2013 年 9 月 7-8 日、岡山） 

255. 小金井逸人、三好達郎、鈴木実、小野公二、中村浩之 ホウ素ナノチューブ（BNNT）の中

性子捕捉治療用薬剤としての可能性、第 10 回日本中性子捕捉学会（2013 年 9 月 7-8 日、岡

山） 

256. 伊藤祐、佐藤聡、齋藤総一郎、藤森浩彰、平井崇久、新井康仁、今堀良夫、伊丹純、村上

康文、中村浩之、鈴木実、小野公二 、増永慎一郎、益谷美都子 口腔がん細胞株 SAS にお

けるホウ素中性子線捕捉反応後の遺伝子発現解析、第 10 回日本中性子捕捉学会（2013 年 9

月 7-8 日、岡山） 

257. 佐藤聡、伊藤祐、齋藤総一郎、藤森浩彰、平井崇久、今堀良夫、伊丹純、村上康文、中村

浩之、鈴木実、小野公二、増永慎一、 益谷美都子 ホウ素中性子線捕捉反応に対するがん

細胞の応答機構のプロテオーム解析、第 10 回日本中性子捕捉学会（2013 年 9 月 7-8 日、岡

山） 

258. 佐藤伸一、中村浩之 標的指向性 Ru(bpy)3 錯体をもちいた局所環境での一電子酸化反応の

制御と標的タンパク質選択ラベル化法への応用、第 60 回有機金属討論会（2013 年 9 月 12-14

日、東京） 

259. Koganei, H., Tachikawa, S., Suzuki, M., Ono, K., and Nakamura, H., Development of high boron 

content molecules and their liposome encapsulation for neutron capture therapy. 7th Young 

Researchers In Boron Neutron Capture Therapy Meeting（2013 年 9 月 23-26 日、Granada、スペ

イン） 

260. Sato, S., and Nakamura, H., Ligand-directed Selective Protein Modification Based on Local 

Environmental Single Electron Transfer Catalysis. International Chemical Biology Society 2nd 
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Annual Conference ICBS2013 (2013 年 10 月 7-9 日、京都) 

261. 峯岸秀充、深代真司、潘鉉承、中村浩之 インデノピラゾール骨格を有する新規 HIF-1 阻害

剤の開発と作用機序、第 57 回日本薬学会関東支部大会（2013 年 10 月 26 日、東京） 

262. Sato, S., and Nakamura, H., Target-selective Protein Labeling Based on Local Single Electron 

Transfer Catalysis. The 2nd International Symposium on Chemical Biology of Natural Products: 

Target ID and Regulation of Bioactivity（2013 年 10 月 28-29 日、横浜） 

263. 中村浩之 ホウ素創薬の最前線、CBI 学会 2013 年大会、基調講演（2013 年 10 月 31 日、東

京） 

264. 中村浩之 １人のがん患者を目の前にして有機化学者ができることとは何か？を考えたと

き… 早稲田大学先進理工学部「実践的化学知セミナー」招待講演（2013 年 11 月 8 日、東

京） 

265. 山内将哉、本田典広、間久直、立川将士、中村浩之、金田安史、粟津邦男 非ウィルスベ

クターとプロトポルフィリン IX脂質を用いた薬剤耐性前立腺がん細胞への新規光線力学療

法の検討、34 回日本レーザー医学会総会（2013 年 11 月 9-10 日、東京） 

266. 松川卓也、佐藤伸一、山乙教之、広野修一、中村浩之 ジフェニルウレア骨格を有する SENP1

阻害剤の開発、第 66 回有機合成化学協会関東支部シンポジウム（2013 年 11 月 30 日、東京） 

267. Nakamura, H.., Design of Photoaffinity Labeling Molecules: Tools for Identification and 
Modification of Target Proteins. International Conference on Emerging Trends in  Chemical 

Sciences (IETC 2013) Plenary Lecture ( 2013 年 12 月 5-7 日、India) 

268. 峯岸秀充、深代真司、潘鉉承、中村浩之 インデノピラゾール化合物による HIF 阻害活性

および細胞増殖抑制作用機序の解明、第 11回がんとハイポキシア研究会（2013年 12月 13-14

日、仙台） 

269. 中村浩之 次世代低侵襲放射線治療：中性子捕捉療法用ホウ素デリバリーシステム開発、

川崎スマートライフケア COI 拠点キックオフシンポジウム、招待スピーチ （2014 年 3 月

19 日、東京） 

270. 佐藤 伸一、中村浩之 一電子酸化反応に基づくチロシン残基修飾法の開発と標的タンパク

質選択的ラベル化法への応用、日本薬学会第 134 年会（2014 年 3 月 27-30 日、熊本） 

271. 立川将士、佐藤伸一、山内将哉、間久直、粟津邦男、金田安史、中村浩之 がん光線力学   的

療法のための PpIX 脂質導入ナノキャリアの開発とその効果、日本薬学会第 134 年会（2014

年 3 月 27-30 日、熊本） 

272. 峯岸秀充、深代真司、潘鉉承、佐藤伸一、中村浩之 インデノピラゾール化合物による HIF-1

阻害活性および細胞増殖抑制作用機序の解明、日本薬学会第 134 年会（2014 年 3 月 27-30

日、熊本） 

273. 東礎代子、佐藤伸一、安井友香、丸山美菜子、潘鉉承、中村浩之 カルボラン骨格を基盤

とした新規 Hsp60 阻害剤の開発、文科省新学術領域研究・がん支援「化学療法基盤支援活

動」第 3 回シンポジウム（2014 年 5 月 12 日、沖縄） 

274. 峯岸秀充、深代真司、佐藤伸一、中村浩之 インデノピラゾール化合物による低酸素応答

および細胞増殖に対する効果、文科省新学術領域研究・がん支援「化学療法基盤支援活動」

第 3 回シンポジウム（2014 年 5 月 12 日、沖縄） 

275. 佐藤伸一、中村浩之 光触媒を利用した生体内標的タンパク質ラベル化法の開発、新学術

領域研究「天然物ケミカルバイオロジー～分子標的と活性制御～」第６回公開シンポジウ

ム（2014 年 5 月 28-29 日、名古屋） 

276. 中村浩之 光を用いて生命機能を探り操る、平成２６年度 アライアンス G4 分科会（2014

年 5 月 29 日、大阪） 

277. 中村公亮、佐藤伸一、中村浩之  Luminol 誘導体を用いた鉄触媒存在下での Tyr 残基高選択

的ラベル化反応、日本ケミカルバイオロジー学会 第 9 回年会（2014 年 6 月 11-13 日、大阪） 

278. 佐藤伸一、森田耕平、中村浩之 リガンド連結型 Ru(bpy)3 触媒を用いた標的選択的タンパ

ク質光分解とラベル化反応の制御、日本ケミカルバイオロジー学会 第 9 回年会（2014 年 6

月 11-13 日、大阪） 

279. Kanoh, D., Tachikawa, S., Sato, S., and Nakamura, H., Development of Albumin-bound 

closo-Dodecaborate and its Promising Boron Delivery Efficacy to Tumor. 16th International 
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Congress on Neutron Capture Therapy（2014 年 6 月 14-19 日、Finland） 

280. 山内将哉、本多典広、間久直、立川将士、中村浩之、金田安史、粟津邦男 非ウイルスベ

クターとプロトポルフィリン IX脂質を用いた薬剤耐性前立腺がん細胞への新規光線力学療

法の検討、第 24 回日本光線力学学会 学術講演会（2014 年 6 月 28 日～29 日、浜松） 

281. 中村浩之 脱 SUMO 化酵素 SENP1 阻害剤、第 18 回日本がん分子標的治療学会学術集会

（2014 年 6 月 26 日、仙台） 

282. 中村浩之 光増感分子を設計しタンパク質を探る・操る、そして創薬へ挑む、第 49 回天然

物化学談話会、招待講演（2014 年 7 月 2-4 日、岡山） 

283. 野々口直助、宮武伸一、古瀬元雅、頼経英倫那、宮田とも、東保太一郎、藤田貢、中村浩

之、川端信司、 梶本宜永、田村陽史、辻求、鳴海善文、黒岩敏彦 脳放射線壊死の病態解

析と、治療実験（前臨床試験）を実施するためのラット脳放射線壊死モデルの開発、第 11

回日本中性子捕捉療法学会学術大会（2014 年 7 月 5-6 日、大阪） 

284. 立川将士、小金井逸人、菊池俊介、加納大輔、鈴木実、小野公二、中村浩之 リポソーム

内へのホウ素高集積化を可能とするデンドリマー型新規リポソーム薬剤の開発、第 11 回日

本中性子捕捉療法学会学術大会（2014 年 7 月 5～6 日、大阪） 

285. 加納大輔、立川将士、佐藤伸一、近藤夏子、鈴木実、桜井良憲、小野公二、中村浩之 生

体高分子をキャリアとしたホウ素デリバリーシステム：マレイミドドデカボレート（MID）

の開発と生物活性評価、第 11 回日本中性子捕捉療法学会学術大会（2014 年 7 月 5-6 日、大

阪） 

286. Nakamura, H., Ban, H. S., Shimizu, K., Minegishi, H., and Sato, S., Design of Photoaffinity Proble 

Molecules for Identification and Modification of Target Proteins. The 31st International Conference 

of Photopolymer Science and Technology Materials & Processes for Advanced Microlithography, 

Nanotechnology and Phototechnology (ICPST-31)、招待講演（2014 年 7 月 8-11 日、千葉） 

287. 東礎代子、李廣哲、佐藤伸一、中村浩之 カルボラン骨格を有する新規 Hsp60 阻害剤の開

発、創薬懇親会 2014（2014 年 7 月 10～11 日、岐阜） 

288. 立川将士、佐藤伸一、間久直、粟津邦男、金田安史、中村浩之 がん光線力学的治療のた

めのポルフィリン脂質の開発とナノキャリアへの応用 創薬懇親会 2014 （2014年 7月 10-11

日、岐阜） 

289. Nakamura, H., and Sato, S., Target-selective Protein Modification Using Ligand-conjugated 

Ru(bpy)3 Catalyst. XXVI International Congress of Organometallic Chemistry (ICOMC-XXVI) 

（2014 年 7 月 13-18 日、札幌） 

290. Nakamura, H., Tazaki, L., Kanoh, D., Sato, S., and Ban, H. S., Diaryl-substituted carboranes as 

inhibitors of hypoxia inducible factor-1 transcriptional activity. XV Internationl Meeting of Boron 

Chemistry, Key Note Lecture (2014 年 8 月 24-28 日、Prague, Zech) 

291. Yamauchi, M., Honda, N., Hazama, H., Tachikawa, S., Nakamura, H.., Kaneda, Y., and Awazu, K., A 

Photodynamic Therapy for Hormone Antagonistic Human Prostate Cancer Cells Utilizing 

Protoporphyrin IX Lipid Delivered by Hemagglutinating Virus of Japan Envelope (HVJ-E) as a 

Non-Viral Vector. 16th International Congress on Photobiology (2014 年 9 月 8-12 日、Argentina) 

292. 中村浩之 効率的ホウ素デリバリーシステムの構築を目指して、平成 26 年度京都大学原子

炉実験所専門研究会「BNCT の新展開−特殊な療法から一般的な療法への移行を目指して−」

（2014 年 9 月 29-30 日、大阪） 

293. 中村浩之 Target-selective Protein Modification Based on Local Environmental Single Electron 

Transfer Catalysis、新学術領域第 3 回国際シンポジウム、招待講演（2014 年 10 月 28-29 日、

大阪） 

294. Nakamura, H., Development of liposomes for efficient boron neutron capture therapy.  

International Symposium on Integrated Molecular/Materials Science and Engineering (IMSE2014), 

Invited Lecture（2014 年 11 月 1-3 日、南京、中国） 

295. Sato, S., and Nakamaura, H., Target-selective Protein Modification Based on Local Environmental 

Single Electron Transfer Catalysis. 18th Malaysian International Chemical Congress (18MICC), 招

待講演 (2014 年 11 月 3-5 日、Kuala Lumpur, Malaysia) 

296. Nakamura, H., Photoaffinity Labeling Molecules as Tools for Identification and Modification of 

Target Proteins. Vietnam Malaysian International Chemical Congress (VMICC)2014, Invited 
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Lecture, Hanoi (2014 年 11 月 7-9 日、Vietnam) 

297. 峯岸秀充、中村浩之 ベンゾフロピラゾール化合物による HIF-1 転写活性への影響、第 12

回がんとハイポキシア研究会（2014 年 11 月 21-22 日、佐賀） 

298. 山内将哉、稲井瑞穂、本多典広、間久直、立川将士、中村浩之、金田安史、粟津邦男 ホ

ルモン拮抗ヒト前立腺がん細胞株(PC-3)における新規光感受性物質 porphyrus envelope 細胞

内局在の検討、第 35 回日本レーザー医学会総会（2014 年 11 月 29 日、東京） 

299. 山内将哉、稲井瑞穂、本多典広、間 久直、立川将士、中村浩之、金田安史、粟津邦男 非

ウイルスベクターを用いた薬剤耐性前立腺がんへの PDT における最適な薬剤調製条件の

検討、第 35 回日本レー ザー医学会総会（2014 年 11 月 29 日、東京） 

300. 中村浩之、佐藤伸一 標的タンパク質のラベル化を指向した一電子酸化的チロシン残基修

飾反応の開発、第 68 回有機合成化学協会関東支部シンポジウム（新潟シンポジウム）（2014

年 11 月 29-30 日、新潟） 

301. 中村浩之 外部エネルギーによる生体内局所増感型ナノデバイスの開発? QOL の高い低侵

襲がん治療を目指して、第 14 回東北大学多元物質科学研究所研究発表会、招待講演（2014

年 12 月 5 日、仙台） 

302. Nakamura, H., Albumin-bound closo-Dodecaborate as a Promising Boron Carrier to Tumor. The 2nd 

International Workshop on BNCT, Invited Lecture (2014 年 12 月 9-10 日、京都) 

303. 中村浩之 がん細胞内部で放射線を発生させる次世代治療法ホウ素中性子捕捉療法、第３

回次世代がん治療推進専門家養成プランシンポジウム（2015 年 1 月 25 日、東京） 

304. Inai, M., Yamauchi, M., Honda, N., Hazama, H., Tachikawa, T., Nakamura, H., Kaneda,Y., and 

Awazu, K., Therapeutic effect of porphyrus envelope-mediated photodynamic therapy: a novel 

therapeutic approach for the treatment of hormone antagonistic prostate cancer SPIE Photonics West 

BiOS (2015 年 2 月 7-12 日、San Francisco, 米国) 

305. 中村浩之 ホウ素でがんに挑む、第一三共株式会社品川研究開発センターセミナー、招待

講演（2015 年 2 月 20 日、東京） 

306. 中村浩之 DDS によるがん治療の最前線、川崎医科大学川崎医学会セミナー、招待講演

（2015 年 2 月 26 日、倉敷） 

307. Nakamura, H., Development of Chemical Tools for Target Protein-Selective Identification and 

Modification. Invited Lecture at Indian Institute of Technology（2015 年 3 月 2 日、Guwahati, India） 

308. Sato, S., Morita, K., and Nakamura, H., Development of Ligand-directed Ru(bpy)3 Photocatalysts 

for Target Protein Knockdown and Labeling. An International Symposium on Recent Advances in 

Chemistry (REACH-2015), Plenary Lecture (2015 年 3 月 3-5 日、Shillong, India) 

309. Nakamura, H., Development of Chemical Tools for Target Protein-Selective Identification and 

Selective Modification. Invited Lecture at Jawaharl Nehru Centre for Advanced Scientific Research 

(JNCASR) (2015 年 3 月 9 日、Bangalore, India) 

310. Nakamura, H., Development of Chemical Tools for Target Protein-Selective Identification and 

Selective Modification, Invited Lecture at Indian Institute of Science (2015年 3月 10日、Bangalore, 

India) 

311. 佐藤伸一、森田耕平、中村浩之 リガンド連結型 Ru 光触媒を用いたタンパク質ノックダウ

ンとラベル化の制御、日本薬学会第 135 回年会（2015 年 3 月 25-28 日、神戸） 

312. Nakamura, H., Development of Liposomes for Efficient Boron Neutron Capture Therapy.   Invited 

Lecture, 15th International Congress of Radiation Research (ICRR2015) （2015 年 3 月 25-29 日、

Kyoto） 

313. 中村公亮、佐藤伸一、中村浩之 ルミノール誘導体を用いた鉄触媒存在下での Tyr 残基特異

的タンパク質ラベル化反応、日本化学会第 95 回年会（2015 年 3 月 26-29 日、船橋） 

314. 菊地俊介、加納大輔、佐藤伸一、中村浩之 中性子補足療法のための血清アルブミンを用

いた新しいホウ素送達法の開発、日本化学会第 95 回年会（2015 年 3 月 26-29 日、船橋） 

315. 大内俊明、峯岸秀充、中村浩之 イミダゾピリジン骨格を有する新規 HIF-1α 阻害剤の開発、

日本化学会第 95 回年会（2015 年 3 月 26-29 日、船橋） 

316. 峯岸秀充、中村浩之 ベンゾフロピラゾール化合物の合成と HIF-1 転写活性への影響、日本

化学会第 95 回年会（2015 年 3 月 26-29 日、船橋） 
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317. 中村浩之 高い細胞増殖阻害を有するインデノピラゾール化合物の発見とその作用機序解

明、平成 26 年度アライアンス成果報告会（2015 年 4 月 21 日、九州大学、福岡） 

318. 中村公亮、佐藤伸一、中村浩之 Luminol 誘導体を用いた鉄触媒存在下での Tyr 残基高選択

的ラベル化反応、第 69 回有機合成化学協会関東支部会シンポジウム（2015 年 5 月 16 日、

横浜） 

319. Nakamura, H., Development of Liposomes for Efficient Boron Neutron Capture Therapy.  15th 

International Congress of Radiation Research (ICRR2015), Invited Lecture (2015 年 5 月 25-29 日、
Kyoto) 

320. 中村浩之、峯岸秀光、室井誠、二村友史、川谷誠、長田裕之 高い細胞増殖阻害を有する

インデノピラゾールの発見とプロファイリング法による阻害機構の解明、新学術領域研究

「天然物ケミカルバイオロジー」第 8 回公開シンポジウム（2015 年 6 月 8-9 日、東北大学、

仙台） 

321. 佐藤伸一、中村公亮、中村浩之 ルミノール誘導体を用いたチロシン残基に選択的な共有

結合形成反応の開発、日本ケミカルバイオロジー学会第 10 回年会（2015 年 6 月 10-12 日、

東北大学、仙台） 

322. 李 廣哲、峯岸 秀充、佐藤 伸一、中村浩之 カルボラン骨格を有する新規 Hsp60 阻害剤の

開発、第 19 回日本がん分子標的治療学会学術集会（2015 年 6 月 10-12 日、松山） 

323. 中村浩之 インデノピラゾール骨格を基軸とした創薬研究、平成 27 年度 環境調和材料・

デバイスプロジェクトグループ(G4)分科会（2015 年 6 月 19-20 日、千歳） 

324. 中村浩之 光を使って生命機能を探る・操る、有機合成化学協会関東支部ミニシンポジウ

ム、招待講演（2015 年 6 月 27-28 日、神奈川） 

325. 中村浩之、Clara Vinas、鈴木実、小野公二、立川将士 ホウ素高集積化リポソームを指向し

た内封ホウ素薬剤開発、第 31 回日本 DDS 学会学術集会（2015 年 7 月 2-3 日、新宿） 

326. 立川将士、佐藤伸一、間久直、金田安史、粟津邦男、中村浩之 ポルフィリン脂質リポソ

ームの細胞内局在と PDT 効果、第 25 回日本光線力学学会 学術講演会（2015 年 7 月 10-11

日、新宿） 

327. 菊地 俊介、佐藤 伸一、中村浩之 血清アルブミンを用いた新しいホウ素送達法の開発、

第 12 回日本中性子捕捉療法学会学術大会（2015 年 9 月 4−5 日、神戸学院大学、神戸） 

328. 中村浩之 何故新しいホウ素薬剤は開発されないのか？ ―これからの Boron Delivery 

System を考える―、第 12 回日本中性子捕捉療法学会学術大会、招待講演（2015 年 9 月 4−5

日、神戸学院大学、神戸） 

329. 盛田大輝、田中浩士、中村浩之、布施新一郎 連続的 C−H 結合直接アリール化による４置

換ピラゾールの合成、第 62 回有機金属化学討論会（2015 年 9 月 7−9 日、関西大学、吹田） 

330. 中村浩之 ホウ素をつかってがんに挑む ～ホウ素創薬の最前線～ 工学院大学 化学応

用学特論 A、集中講義（2015 年 9 月 8 日、東京） 

331. 御舩悠人、布施新一郎、田中浩士、中村浩之、高橋孝志 カルボン酸の迅速かつ強力な活

性化を基盤とするマイクロフローペプチド合成法の開発とフェグリマイシンの合成研究、

第 32 回有機合成化学セミナー（2015 年 9 月 15-17 日、湯河原） 

332. Nakamura, H., Highly Boronated Liposomes as Efficient Boron Delivery Vehicles for Neutron 

Capture Therapy. ZING Conferences, Invited Lecture (2015 年 10 月 4-7 日、Spain) 

333. 盛田大輝、田中浩士、中村浩之、布施新一郎 ４連続の直接アリール化による４置換ピラ

ゾールの合成とその発光特性、第 108 回有機合成シンポジウム（2015 年 11 月 5-6 日、早稲

田大学） 

334. Sato, S., Nakamura, K., and Nakamura, H., Heme-Catalyzed Tyrosine Click Reaction with Luminol 

Derivatives, 1st Asian Conference on Chemosensors & Imaging Probes, Invited Lecture (2015 年 11

月 16-18 日、Korea)   

335. Nakamura, H., Sato, S., and Morita, K., Target Protein-Selective Labeling and Inactivation Using 

Ligand-Directed Ru(bpy)3 Photocatalysts. 1st Asian Conference on Chemosensors & Imaging 

Probes (2015 年 11 月 16-18 日、Korea) 

336. Nakamura, H., Anticancer Drug Design Using the Element Boron. Hankuk University of Foreign 

Studies, Invited Seminar（2015 年 11 月 19 日、Korea） 
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337. 小竹佑磨、布施新一郎、御舩悠人、中村浩之、田中浩士 マイクロフローリアクター内で

の四連続反応による α アリールカルボニル化合物合成法の開発、第 70 回記念有機合成化学

協会関東支部シンポジウム−新潟（長岡）シンポジウム（2015 年 11 月 21-22 日、長岡工業

高等専門学校） 

338. Nakamura, H., Overview and Prospect of Boron Agents for Neutron Capture Therapy. 1st Academic 

Meeting for Taiwan’s Society of Neutron Capture Therapy, Invited Lecture (2015 年 12 月 5 日、
Taipei) 

339. Morita, T., Fuse, S., Matsumura, K., Sugiyama, H., Kobayashi, D., Tanaka, H., Nakamura, H., and 

Takahashi, T., Rapid synthesis of tri/tetraaryl-substituted pyrazoles via [3+2] cycloadditon and C-H 

direct arylation approaches. The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 

(Pacifichem 2015) (2015 年 12 月 15-20 日、Honolulu, Hawaii) 

340. Fuse, S., Mifune, Y., Tanabe, N., Nakamura, H., and Takahashi, T. Utilization of microflow 

technology for the site-selective modification of multifunctionalized molecules. The International 

Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 (Pacifichem 2015) (2015 年 12 月 15-20 日、
Honolulu, Hawaii) 

341. Sato, S., Nakamura, K., and Nakamura, H. Tyrosine-selective chemical modification using 

single-electron-transfer catalyst, The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 

2015 (Pacifichem 2015) (2015 年 12 月 15-20 日、Honolulu, Hawaii) 

342. Nakamura, H., Development of boronated liposomes as efficient boron delivery   vehicles for 

neutron capture therapy. The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 

(Pacifichem 2015) (2015 年 12 月 15-20 日、Honolulu, Hawaii) 

343. Nakamura, H., Discovery of carboranylphenoxyacetanilides as inhibitors of heat shock protein 

(HSP) 60 chaperone activity, The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 

(Pacifichem 2015) Invited Lecture (2015 年 12 月 15-20 日、 Honolulu, Hawaii) 

344. Kikuchi, S., Kanoh, D., Sato, S., and Nakamura, H., Use of serum albumin as an efficient boron 

delivery carrier for neutron capture therapy, The International Chemical Congress of Pacific Basin 

Societies 2015 (Pacifichem 2015) (2015 年 12 月 15-20 日、Honolulu, Hawaii) 

345.Sato, S., Nakamura, K., and Nakamura, H., Heme-Catalyzed Tyrosine Click Reaction  The 8th 

Takeda Science Foundation Symposium on PharmaSciences（2016 年 1 月 20-22 日、大阪） 

346.中村公亮、中村浩之 ヘムを触媒とする酸化的チロシン修飾法開発とその応用、佐藤伸一、

新学術領域「酸素生物学」＆「ダイイングコード」合同若手会議（2016 年 1 月 26-28 日、

千葉） 

347.中村浩之 ホウ素を使ってがんに挑む ～ホウ素創薬の最前線～、第８回「国際的キャリア

展望に向けた生命化学研究者による講演会」招待講演（2016 年 1 月 27 日、岡山大学） 

348.Nakamura, H., Development of Efficient Boron Delivery Nano Carriers for Neutron Capture 

Therapy, IAEA-Southern Tohoku Hospital Group Joint Workshop on BNCT, Invited Lecture（2016

年 3 月 7 日、郡山） 

349.中村浩之 外部エネルギーと局所増感型ナノデバイスによる低侵襲がん治療、LSC 研究発表

会、特別講演（2016 年 3 月 18 日、神戸学院大学） 

350.佐藤伸一、中村公亮、中野洋文、中村浩之 チロシン残基選択的化学修飾法を用いたチロシ

ンホスファターゼ活性スクリーニング法の開発、日本化学会第 96 回年会（2016 年 3 月 24-27

日、同志社大学） 

351.御舩悠人、田中浩士、中村浩之、布施新一郎 マイクロフローアミド結合形成法を基盤とす

るフェグリマイシンの全合成 (東工大資源研・東工大院理工)、日本化学会第 96 回年会（2016

年 3 月 24-27 日、同志社大学） 

352.羽田野兼資、佐藤伸一、中村浩之 光触媒を用いた Tyr 残基修飾反応における一電子移動範

囲の解明、日本化学会第 96 回年会（2016 年 3 月 24-27 日、同志社大学） 

353.佐藤伸一、中村公亮、中村浩之 ルミノール誘導体を用いたチロシン残基選択的な化学修飾

法開発日本化学会第 96 回年会（2016 年 3 月 24-27 日、同志社大学） 

354.北村捷、京極信輔、Manjusha Joshi、中村浩之、岩田耕一 ピコ秒時間分解けい光分光法で

観測された単一成分脂質二重膜における不均一構造、日本化学会第 96 回年会（2016 年 3 月

24-27 日、同志社大学） 
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355.津田岳夫、浅見真奈、小口孔明、小島修一 L-アミノ酸リガーゼ YwfE のアミノ酸置換によ

る基質特異性の改変、第 66 回生物工学会大会（2014 年 9 月 9－11 日、札幌） 

356.津田岳夫、浅見真奈、小口孔明、小島修一 変異導入による L-アミノ酸リガーゼの基質特

異性の改変、BMB2015（2015 年 12 月 1－4 日、神戸） 

357.林佳恵子、津田岳夫、小島修一 枯草菌ホスホエノールピルビン酸ムターゼ RhiH の結晶構

造、BMB2015（2015 年 12 月 1－4 日、神戸） 

358.柏﨑隼、Mishra, M., Balasubramanian, M., 馬渕一誠 分裂酵母ゴーストを用いた収縮環の in 

vitro 再活性化、第 65 回日本細胞生物学会大会シンポジウム、招待講演（2013 年 6 月 19-21

日、名古屋） 

359.Mishra, M., Kashiwazaki, J., Takagi, T., Srinivasan, R., Huang, Y., Balasubramanian, M., and 

Mabuchi, I., In vitro contraction of cytokinetic ring depends on myosin II but not on actin 

dynamics.EMBO Conference on Fission Yeast: Pombe 2013 招待講演 (2013 年 6 月 24-29 日、
London, UK) 

360.Balasubramanian, M., Tao, E. Y., Mishra, M., Kashiwazaki, J., Huang, Y., Huang, J. J., Takagi, T., 

Subramanian, D., Xie, T., and Mabuchi, I., Cytokinesis in vitro and in vivo.  EMBO Conference on 

Fission Yeast: Pombe 2013 招待講演 (2013 年 6 月 24-29 日、London, UK) 

361.Balasubramanian, M., Mishra, M., Kashiwazaki, J., Tao, E. Y., Huang, Y., Huang, J. J., Takagi, T., 

Subramanian, D., Xie, T., Padmanabhan, A., Haochen, J., Wedlich-Soldner, R. and Mabuchi, I., 

Cytokinesis in vitro and in vivo. Cell Biology of Yeasts 招待講演 (2013年11月 5-9日、Cold Spring 

Harbor, NY, USA) 

362.Kashiwazaki, J., and Mabuchi, I., Actin cable motility during interphase in fission yeast. Cell 

Biology of Yeasts (2013 年 11 月 5-9 日、Cold Spring Harbor, NY, USA) 

363.馬渕一誠 In vitro 実験系の開発による細胞質分裂の研究、NAIST シンポジウム「細胞を創る

操る」、招待講演（2013 年 11 月 28 日、奈良） 

364.馬渕一誠、柏崎隼、Mishra, M., 高木智子、Srinivasan, R., Huang, Y., and Balasubramanian, M. 

収縮環の in vitro 実験系の開発による収縮機構の研究、第 36 回日本分子生物学会年会、招待

講演 (2013 年 12 月 3-6 日、神戸) 

365.柏崎隼、Mishra, M., 高木智子、Balasubramanian, M., and 馬渕一誠 分裂酵母収縮環の in vitro

再活性化、第 36 回日本分子生物学会年会 (2013 年 12 月 3-6 日、神戸)  

366.Kashiwazaki. J., Mishra, M., Balasubramanian, M., and Mabuchi, I., In vitro contraction system of 

the fission yeast contractile ring. 2013 ASCB Annual Meeting (2013 年 12 月 14-18 日、New 

Orleans,USA) 

367.Mishra, M., Kashiwazaki, J., Takagi, T., Srinivasan, R., Huang, Y., Balasubramanian, M. K., and 

Mabuchi, I., In vitro contraction of cytokinetic ring depends on myosin II but not on actin dynamics. 

58
th
 Annual Meeting of the Biophysical Society, 招待講演 (2014 年 2 月 15-19 日、San Francisco, 

USA) 

368.Mabuchi, I., In vitro reactivation of contractile ring in fission yeast cell ghost. 7th APOCB Congress 

and ASCB Workshop, 招待講演 (2014 年 2 月 24-27 日、 Singapore) 

369.Mabuchi, I., Contraction of the contractile ring as studied by using an in vitro system. International 

Symposium on the Diversity of Cell Division System in Eukaryotes, 招待講演 (2014 年 3 月 24-25

日、Tokyo) 

370.植田英一、柏崎隼、馬渕一誠 分裂酵母の収縮環形成における ADF/cofilin とフィンブリン

の機能、第 66 回日本細胞生物学会大会（2014 年 6 月 11-13 日, 奈良） 

371.野田直紀、馬渕一誠 Actin dynamics in Xenopus egg extract encapsulated in a lipid membrane. 

Xenopus 卵抽出液を封入した脂質膜小胞中でのアクチンのダイナミクス、日本生物物理学会

第 52 回年会（2014 年 10 月 25-27 日、札幌） 

372.野田直紀、馬渕一誠 Xenopus 卵抽出液を封入した脂質膜人工小胞中でのアクチン動態、第

37 回日本分子生物学会年会、招待講演（2014 年 11 月 25-27 日、横浜） 

373.Mabuchi, I., Novel approaches to study mechanism of cytokinesis in animal cells. OIST Seminar, 招

待講演 (2015 年 4 月 22 日、沖縄科学技術大学院大学) 

374.Kashiwazaki, J., Mishra, M., and Mabuchi, I., Behavior of proteins during the contractile ring 

contraction in the S. pombe cell-ghost. The 18
th
 International Fission Yeast Meeting (2015 年 6 月
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21-26 日、三宮) 

375.野田直紀、馬渕一誠 Xenopus 卵抽出液を封入した脂質膜小胞はアクチンの動態と共役して

運動する、第 67 回日本細胞生物学会大会 (2015 年 6 月 30 日-7 月 2 日、船堀) 

376.関根彩子、小林礼、柏崎隼、植田英一、馬渕一誠 分裂酵母 Cyclase-associated protein (CAP) 

の低グルコース環境への適応における役割、第 67 回日本細胞生物学会大会 (2015 年 6 月

30 日-7 月 2 日、船堀) 

377.Noda, N., and Mabuchi, I., Actin flows in Xenopus egg extract confined in oil and generates a force 

for migration of the extract. 第 53 回生物物理学会年会シンポジウム、招待講演 (2015 年 9 月

13-15 日、金沢)  

378.細谷夏実、馬渕一誠 ウニ卵 formin/Diaphanous の細胞質分裂における局在、日本動物学会

第 86 回大会 (2015 年 9 月 17-19 日、新潟) 

379.木下佳昭, 中根大介, 政池知子, 水谷加奈, 宮田真人, 西坂崇之 マイコプラズマモービレ

の単一滑走装置におけるステップの直接観察. 第 86回日本細菌学会総会 (2013年 3月 18-20

日、幕張) 

380.須河光弘, 政池知子, 山口真, 柴田桂太郎, 豊島陽子, 矢島潤一郎, 神隆, 西坂崇之 受像偏

向蛍光顕微鏡による分子モーターの運動計測 Development of circular orientation 

fluorescenceemitter imaging（COFEI）、日本顕微鏡学会第 69 回学術講演会  (2013 年 5 月 20-22

日、吹田) 

381.西坂崇之, 須河光弘, 木下佳昭, 政池知子 1 細胞や 1 分子の動態を直感的かつ定量的に検

出する Intuitive but quantitative approach to image singlecells and molecules. 日本顕微鏡学会第

69 回学術講演会 (2013 年 5 月 20-22 日、吹田) 

382.木下佳昭, 中根大介, 政池知子, 水谷加奈, 宮田真人, 西坂崇之 Mycoplasma mobile の単一

滑走装置の動きの直接観察 Unitary Step of Gliding Machinery in Mycoplasma mobile. 日本マ

イコプラズマ学会第 40 回学術集会  (2013 年 5 月 23-24 日、東京) 

383.西坂崇之, Kim, D., 須河光弘, 政池知子 Imaging of Function and Orientation of Single Motor 

Proteins Under Advanced Optical Microscopy. The 8th Asian Biophysical Association (ABA) 

Symposium  (2013 年 5 月 26-29 日、済州島、韓国) 

384.藤村章子, 大和田伸介, 西坂崇之, 矢島潤一郎 Three-dimensional corkscrewing motion of a 

microtubule driven by single-headed kinesins with mutations in the N terminal region. The 8th Asian 

Biophysical Association (ABA) Symposium (2013 年 5 月 26-29 日、済州島、韓国) 

385.内藤達也, 岡田薫, 政池知子, 西坂崇之 Measurement of lifetime of the bond between the shaft 

and the cylinder in single F1-ATPase. The 8th Asian Biophysical Association (ABA) Symposium 

(2013 年 5 月 26-29 日、済州島、韓国) 

386.中根大介, 佐藤啓子, McBride M. J., 中山浩次, 西坂崇之 戦車のような仕組みで動くバクテ
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第 53 回日本生物物理学会年会（2015 年 9 月 13-15 日、金沢） 

453.小高祥子, 中根大介, 西坂崇之 滑走するバクテリアの自己集合により形成される巨大渦の

一方向性回転 Directional rotation of large-scale vortex made of self-assembly of gliding bacteria. 

第 53 回日本生物物理学会年会（2015 年 9 月 13-15 日、金沢） 

454.西坂崇之 先進光学顕微鏡により明らかになる繊毛とアーキアべん毛の力学機能 

Mechanical function of cilia and archaeal flagella resolved by advanced optical microscopes. 第 53

回日本生物物理学会年会 シンポジウム「べん毛・繊毛が織りなす多様な生命現象に挑む 

～分子から個体まで～ Diverse functions of flagella and cilia; -From molecules to mammalian 

development-」（2015 年 9 月 13-15 日、金沢） 

455.中根大介, 西坂崇之 局所的な照明により制御される IV 型線毛の収縮 Retraction of Type 

IV pili controlled by local light gradient、第 53 回日本生物物理学会年会（2015 年 9 月 13-15 日、

金沢） 

456.藤村章子, 伊藤祐子, 足立健吾, 池口満徳, 西坂崇之 等方型 TRIFM とデフォーカスイメ

ージングによる単一蛍光色素の角度と回転方向の検出 Detection of 3-D orientation and 

rotation handedness of single fluorophore by isotropic TIRFM and defocused imaging. 第 53 回日本

生物物理学会年会（2015 年 9 月 13-15 日、金沢） 

457.西坂崇之 Mechanics of Motor Proteins and Supermolecular Motility Machinery Revealed under 

Advanced Optical Microscopes. WPI-next international workshop ～High resolution cell biology～ 

（2015 年 10 月 1 日、名古屋） 
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＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 

第 13〜15回 学習院大学生命科学シンポジウム（2013年 5月 25日、11月 16日、2014年 5月 

31日、10月 11日、東京、世話人：菱田 卓） 

第 10回 21世紀大腸菌研究会（2013年 6月 21-22日、伊豆、主催者：菱田 卓） 

第 85回日本遺伝学会年会ワークショップ「染色体編成の変化がもたらす仕組みとその功罪」、

（2013年 9月 19-21日、慶応義塾大学日吉キャンパス、主催者：菱田 卓） 

シンポジウム「インターメアによる染色体制御機構」（2013年 11月、東京、主催者：菱田 卓） 

第 22回 DNA複製・組換え・修復ワークショップ（2013年 11月 20-22日、仙台、主催者：菱田  

卓） 

International Conference, Kyoto, 2014: Replication, Repair and Transcription; coupling  

mechanisms and chromatin dynamics for genome integrity.（2014年 2月 4-5日、京都大 

学、主催者：花岡文雄）  

第 73回日本癌学会学術総会 シンポジウム「クロマチン制御と発がん・がん治療」（2014年 9 

月 25-27日、横浜、世話人：花岡文雄、河野隆志） 

第 16～18回 学習院生命科学シンポジウム（2014年 10月 11日、2015年 5月 30日、11月 7日、 

東京、世話人：安達 卓） 

5th US-Japan DNA Repair Meeting（2014年 10月 28-31日、鳴門、徳島、主催者：花岡文雄） 

生体運動研究合同班・2015年班会議（2015年 1月 7-9日、学習院大学、世話人：西坂崇之） 

新学術領域研究「ゲノム普遍的制御」公開シンポジウム「ゲノム安定性の機構と生命の維持 ― 

進化、癌化、廊下の理解のために」（2015 年 8 月 28-29 日、京都大学、世話人：花岡文雄） 

第 53回日本生物物理学会年会 シンポジウム「べん毛・繊毛が織りなす多様な生命現象に挑む 

～分子から個体まで～ Diverse functions of flagella and cilia; -From molecules to 

mammalian development-」（2015年 9月 13-15日、金沢大学、世話人：西坂崇之） 

第 53回日本生物物理学会年会 シンポジウム「細胞を診て操作する生物物理的アプローチ（New 

Biophysical Approaches to Explore and Manipulate Cells）」（2015年 9月 13-15日、金沢大

学、世話人：石渡信一、馬渕一誠） 

国立遺伝研研究集会「染色体安定性維持の分子メカニズム」（2015年 10月 1-2日、三島、主催

者：菱田 卓） 

http://www.gses.jp/7tmsp/ (Heptahelical Transmembrane Structure Portal) 岡田哲二 

score-analyzer_v01.py: http://f1000research.com/articles/5-165/v2岡田哲二 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 
score-analyzer_v11.py以降のアップデート 岡田哲二 
 

＜インターネットでの公開状況＞ 
 本学理学部生命科学科および大学院自然科学研究科生命科学専攻のホームページ

（http://www.gakushuin.ac.jp/univ/sci/bio/life_science.htm）において研究のトピックス

や研究成果を、またそこから入ることの出来る各研究室のホームページにおいてさらに詳しい

研究内容や研究成果を公開している。 
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１４ その他の研究成果等 

＜論文評価サイトでの推薦文掲載＞ 
1. Okada, T. (2013) F1000Prime Recommendation DOI: 10.3410/f.717991028.793473251  

http://f1000.com/prime/717991028#eval793473251 

2. Okada, T. (2014) F1000Prime Recommendation DOI: 10.3410/f.718204478.793489214 

http://f1000.com/prime/718204478#eval793489214 

3. Okada, T. (2014) F1000Prime Recommendation DOI: 10.3410/f.718437268.793498172 

http://f1000.com/prime/718437268#eval793498172 

4. Okada, T. (2014) F1000Prime Recommendation DOI: 10.3410/f.718632616.793500914 

http://f1000.com/prime/718632616#eval793500914 

5. Okada, T. (2015) F1000Prime Recommendation DOI: 10.3410/f.725624587.793508508 

http://f1000.com/prime/725624587#eval793508508 

6. Okada, T. (2015) F1000Prime Recommendation DOI: 10.3410/f.725590722.793509916 

http://f1000.com/prime/725590722#eval793509916 

＜新聞報道＞ 
馬渕：2013 年 8 月 1 日発行の読売新聞夕刊 10 面に「細胞分裂のリング」と題する記事が掲載

された。 

 

１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

 当該大学のメンバーの特色がよく現れている研究であるが、メンバーによる他のプロジェク

トとの切り分けを明確にするとともに期間内の目標の具体化が必要である。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

 上記の留意事項に配慮し、各メンバーが個別に取り組んでいる例えば文部科学省の科研

費などの他プロジェクトとの差別化を意識して研究を進めた。具体的には、例えば花岡は、科

研費では主にクロマチン構造と紫外線や化学物質による DNA 損傷に着目して、損傷乗り越

え合成（TLS）の研究を行っているのに対し、本プロジェクトではもっぱら紫外線による DNA損

傷に TLS ポリメラーゼがどのように機能するかに絞って、3 年間という比較的短期間で成果

がまとまりやすいテーマを扱った。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

 三年間のプロジェクトであり、いわゆる中間評価は受けなかった。 

但し「自己評価」や「外部評価」の項で述べたように、各年度毎に「自己評価」を課すとともに、

外部の委員に提言を受けて、それに対応する形で研究の方向性を微修正した。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

 該当しない。 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

131008

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

124,566 105,574 0

0

58,021

172,119

230,140

0

0

0

0
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0
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0 0
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0
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二
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１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
（千円）

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

１８　研究費の支出状況研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

5,676

学内５人
学内１人

2,208
3,468共同研究員

実験のための出張、成果発表のための出張
論文英文校正、研究解析サービス
複合機リース、実験器具修理、ガラスバッジ測定

6,784

補助主体

積　　算　　内　　訳

私学助成
私学助成

私学助成

補助主体

私学助成
私学助成

2,244 2,244

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

2,244

5,676

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

赤外線サーモグラフィー装置、オートクレーブ　他

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 3,468
2,208

計

計

研究補助

6,784

実験機器6,784

資料整理、実験補助 2,244

6,784

時給850～950円、年間時間数2,145時間
実人数４人

36,337
賃借費、修理費　他 1,100

36,337

78
委託料

宅配便料 157

出張旅費
7,598

586
78

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

試薬類、実験材料、実験器具、PC、消耗図書

支　出　額

用品費、雑品費　他

10,465 0
細胞死イメージングシステム H25 BZ-X700,ECLIPSE Ti-E 他 1 1200 33,472 21,998

H27

4,769
500 6,930 4,620

Model S-220 1 450アコースティックソルビライザー H25

CSUW1-T2-N 1 100共焦点スキャナユニット

49,875 24,937

デジタルマイクロスコープ H25 VHX-2000 1
7,154

360
1
1H21 MALDI-TOFMS AXIMA

1,718㎡

448㎡

MALDI-TOF(MSxMS)質量分析装置

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

H18高分解能飛行時間質量分析計

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

600 19,999
（研究装置）

研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番

microTOF-15focus

事業経費 補助金額

29,998

事業経費施　設　の　名　称

計

（情報処理関係設備）

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

（その他）
報酬・委託料

1,100

研究資料コピー、文献複写取寄せ

小  科  目
主　な　使　途

消　耗　品　費
0

コピー料
157 研究資料送料、実験材料送料

金　　額

26,818

研究支援推進経費

26,818

光　熱　水　費

586

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

印刷製本費
旅費交通費

7,598

25

（研究設備）

整備年度

計

通信運搬費

年　　　度

南７号館
（自然科学研究棟）
南６号館
（生命分子科学研究所）

H21

H4

7

2 50 0

214 0
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  平成 年度

  平成 年度

計 6,566 6,566

ポスト・ドクター 4,729 共同研究員 4,729 学内１人

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 1,837 研究補助 1,837 学内４人

図　　　　書
計 12,941 12,941

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 12,941 実験機器 12,941 実体顕微鏡、遺伝子導入装置　他

教育研究経費支出
計 3,591 3,591

人件費支出 3,591 資料整理、実験補助 3,591 時給900～950円、年間時間数3,339.5時間
（兼務職員） 実人数８人

計 39,367

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 6,777 委託料 6,777 論文英文校正、研究解析サービス、実験機器改造

（その他） 9,002 賃借費、修理費　他 9,002 複合機リース、実験機器修理、論文掲載料

印刷製本費 351 コピー料 351 研究資料コピー

旅費交通費 51 出張旅費 51 実験のための出張

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 145 宅配便料 145 実験材料送料、モバイル通信利用料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 23,041 用品費、雑品費　他 23,041 試薬類、実験材料、実験器具、消耗図書

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 6,994 6,994

年　　　度 27

ポスト・ドクター 4,714 共同研究員 4,714 学内１人

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 2,280 研究補助 2,280 学内５人

図　　　　書
計 8,886 8,886

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 8,886 実験機器 8,886 電動倒立顕微鏡、顕微鏡用デジタルカメラキット　他

教育研究経費支出
計 2,806 2,806

人件費支出 2,806 資料整理、実験補助 2,806 時給900～950円、年間時間数2,596.5時間
（兼務職員） 実人数８人

計 39,927 39,927

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 11,000 委託料、講演料 11,000 研究機器保守、研究解析サービス、セミナー講演謝礼

（その他） 1,564 賃借費、修理費　他 1,564 複合機リース、実験機器修理、ガラスバッジ測定

印刷製本費 234 コピー料 234 研究資料コピー

旅費交通費 25 出張旅費 25 実験のための出張

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 78 宅配便料 78 成果発表資料送料、実験材料送料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 27,026 用品費、雑品費　他 27,026 試薬類、実験材料、実験器具、PC、消耗図書

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容
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